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（ふりがな） 

団体名 
公益社団法人 岡山県社会福祉士会 

■活動報告の詳細 

活動名称 
 

ソーシャルワーカー普及啓発活動 

活動の目的 

(背景を含む) 

昨今、職能団体の会員数の減少は、本会に限らず課題となっている。しか

しながら、社会福祉士は、医療ソーシャルワーカーや精神保健福祉士のよう

に名称から職域や業務内容がイメージできる決まった職域がない。そのた

め、社会福祉士そのものが認知されにくい現状がある。しかし、その反面、

社会福祉士は、どの職域や職種、職業にも有資格者が存在しているという可

能性を秘めている。そのため、社会福祉士有資格者であることを言語的に説

明していくのではなく、シンボルマークなどで表現でき認識できる仕組み

にしていく必要があると考える。 

今回、制作するピンバッジのマスコットキャラクターは、第 20回日本社

会福祉士会全国大会(岡山大会)で一般公募した作品であり、岡山の「桃」を

イメージした幅広い年代の方に親しまれるデザインとなっている。元気よ

くジャンプし躍動感ある姿は岡山県社会福祉士会の更なる発展、向上心を

表現し、社会福祉士の優しさ、思いやりの心をイメージしており、この精神

を大事にしたいと考えている。 

岡山県社会福祉士会では、組織内の研修や県の事業（福祉・介護人材確保、

育成）、ボランティアや県民への啓発活動などの機会が 

増加している。その際に、より的確に社会福祉士の県内での活動する姿を

伝える資材が求められている。 

「３K職場で働く人」とか「何をする人？」に応え 

①共に安心して地域社会で暮らすために、無くてはならない職業人だと

いうこと 

②社会のいろんな事が原因で生きることに困難を持っているひと（たち）

へ関わることを通して、自らも学び、組織を強め、結果、社会を一歩一歩前

に進めて行く職業だということ。 

そのために、 

１．仕事紹介パネル作成  

２．クリップ式ピンバッジ製作 

などをパネル通じて広報、PR活動をしたいと考える。 

 

目的としては、当面、社会福祉士への理解と人材確保に資することを活動

の基本としたい。 

また、活動を通して、会の組織率向上につながる裾野を開拓したい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提出日  2023 年 3 月 15 日 



 
 

実施した活動の内容 

会議・研修会・イベン

ト等の開催日時、場

所、参加者数等の活動

内容の詳細を記入 

※別添（様式自由）に

て提出可 

 

《ソーシャルワーカー普及啓発活動》 組織強化委員会 

 

1. オリエンテーション・交流会 2022      【別添 1】 
日 時:2022 年 8月 19日(金) 13:30～16:30 

場  所:きらめきプラザ 

対象者:基礎研修受講者及び申込者、新入会員の方等 

主  催:岡山県社会福祉士会 

内 容: 13:00～16:00 

① 会長挨拶 

② 事務局から「会員の皆さんに知ってほしい会のこと」 

③ 名刺交換・懇談 

④ 自己紹介 等 

 
 

2.『ソーシャルワーカーデー 2022 IN おかやま』     【別添 2】 

－ ソーシャルワーカーってなんだ!? －  

日 時:2022 年 8月 11日(木・祝) 12:30～16:30 

場  所:オンライン開催 

対象者:ソーシャルワーカーに興味のある方 

主  催:岡山県社会福祉士会 

内 容:岡山県社会福祉士会、精神保健福祉士協会、医療ソーシャル

ワーカー協会が合同で日々の仕事や役割を知っていただくイ

ベントを開催した。 

＜シンポジウム＞ 

ファシリテーター 岡崎氏 

社会福祉士会 中川氏、佐藤氏 

医療ソーシャルワーカー協会 土屋氏、福田氏 

精神保健福祉士協会 大西氏、松本氏 

 
【参加者】:ZOOM 参加 45名、動画視聴約 130名 

 

 

3.『おかやま総合 福祉・介護フェス 2022 in きらめきプラザ』【別添 3】 

(会場開催) 

日 時:2022 年 11月 5日(土) 10:30～16:00 

場  所:きらめきプラザ(オンライン併用) 

対象者:小・中・高校生から高齢者まで幅広い一般県民、福祉・介護専門

学生大学生及び従事者等、福祉職場に関心のある方 

主  催:岡山県社会福祉士会(構成団体) 

備 考:イベント内に、本会として社会福祉士会コーナーを設け、ソーシ 

ャルワーカーの仕事紹介パネルを作成・展示を行い、認知度を高 

め入会を促進した。 

この催しは、福祉・介護の仕事の魅力を正確に伝え、福祉・介護 

分野への多様な人材の参入促進を図ることが目的である。 

    今回は、若年層を中心としたより多くの県民の方に福祉の世界に 

目を向けてもらえるよう、「Okayama福祉・介護の魅力発信アンバ 

サダー」に現役大学生 岡山出身アーティストに就任いただくな

ど様々な広報活動が展開された。 

 

 

 

 

 

 



 
 

4.『福祉の就職総合フェア 秋 Okayama 2022 Autumn 第 2回』【別添 4】 

日 時:2022 年 11月 12日(土) 12:00～16:00 

場  所:岡山コンベンションセンター 

対象者:福祉・介護の仕事を考えている学生、一般、転職を考えている 

      方 

主  催:岡山県社会福祉士会(構成団体) 

備 考:～すまいる宣言登録 28法人含む 58法人が出展～ 

特設サイトでは、参加法人事業所の紹介や職員の紹介、仕事 

の内容、求人情報など、将来性のある福祉・介護業界の魅力 

を届けることができた。 

     本会は、実行委員として、実務者協議から開催に関わった。 

 

 

5.『ピンバッジの作成』  【別添 5】 

  この度、1,000個のピンバッジを作成し、2月会報誌(2023/2/2～3

発送)に同封して、会員 710名に送付した。 

 社員総会や研修、委員会活動時等に着用することで、帰属意識や連帯 

感が高まり、組織定着率向上を図り退会を抑制したい。将来、ステ－ 

タスとして誇らしく身に着けることを期待したい。 

 

 

 

 

活動の成果 

1.オリエンテーション・交流会 2022      【添付 1】 

理事会の開催の後、新入会員及び昨年度オンライン実施のため交流

できなかった基礎研修受講者及び申込者等を対象として、オンライン

ではなく対面で開催できたことは、理事、監事および事務局関係者と

会員又は会員同士の横のつながりと社会福祉士としての今後のネット

ワークづくりに非常に役立つ交流会であったと思われる。 

【参加者】:会員 6名、理事・監事、委員会委員、事務局 

 

2.『ソーシャルワーカーデー 2022 IN おかやま』     【添付 2】 

「ソーシャルワーカーってなんだ？」をテーマに岡山県社会福祉士

会、精神保健福祉士協会、医療ソーシャルワーカー協会の三団体が協

力しての開催となった。 

 

3.『おかやま総合 福祉・介護フェス 2022 in きらめきプラザ』 

【添付 3】 

 

 

 

4.『福祉の就職総合フェア 秋 Okayama 2022 Autumn 第 2回』 

【添付 4】 

仕事紹介パネルを社会福祉士の斜陽的なイメージから明るく中心的

なイメージを持っていただき、また専門職でありながらカッコよさや

可愛らしさ等一人一人の持つ人柄も醸し出せるようなデザインを依頼

し、制作した。パネルの反応はよく、興味や関心を持って下さるよう

になった。他団体もパネルに興味津々な様子も見られ、注目を受け

た。 

 

 

 

 



 
 

5.『ピンバッジの作成』 【添付 5】 

岡山県社会福祉士会のマスコットは、会員からの公募でデザインを

決定したものであり、長年愛されている。この度、会員の結束と社会

福祉士であること・会員であることを様々な場面で働く中で相互に仲

間を見つけ、協力や認知度を高める機会をつながるピンバッジを製作

した。事務局、会員からの評判もよい。 

今後は、日常の業務時や研修、セミナーの参加時などにもつけてい

ただき、会員一人一人が社会福祉士、社会福祉士会の広告塔の役目を

果たしていくことができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動実施を 

   通じての課題 

実施していく中で、見

えてきた活動遂行に

おける課題  

職能団体の会員数の減少は、本会に限らず他の県士会等においても課

題となっている。しかしながら、社会福祉士は、医療ソーシャルワーカ

ーや精神保健福祉士のように名称から職域や業務内容がイメージできる

決まった職域がない。そのため、社会福祉士そのものが認知されにくい

現状がある。しかし、その反面、社会福祉士は、どの職域や職種、職業

にも有資格者が存在しているという可能性を秘めている。そのため、社

会福祉士有資格者であることをことばや写真で直接的に説明していくの

ではなく、シンボルマークなどで表現できそして認識できる仕組みにし

ていく必要があると考えている。 

本会としては、年間を通して次のような事業を行ってきているが、会

員数を維持することが精いっぱいの状況である。 

 

1.オリエンテーション・交流会 2022   

   2023年度の計画として年 1回から 4回に増やして開催を計画してい

る。入会後の会員活動の活発化により、新入会員の増加および退会抑制

につながることを期待したい。 

また、2023 年度から賛助会員にも特典として、会員交流会・懇親会へ

参加ができるように規程の改正を行い互いに親睦を図る機会を増やし

た。 

 

2.『ソーシャルワーカーデー 2022 IN おかやま』シンポジウム【添付 2】 

ソーシャルワーカーデーは、社会福祉士や精神保健福祉士などのソー

シャルワーカーの活動を推進・普及する活動である。 

「ソーシャルワーカーってなんだ？」をテーマに岡山県社会福祉士

会、精神保健福祉士協会、医療ソーシャルワーカー協会の三団体が協力

しての開催となった。ソー シャルワーカーを地域住民に広く認知いた

だくことや関係団体との連携強化 を目的に、継続的に開催しており、

住みやすい社会づくりや人権を尊重する地域社会づくりも私たちの重要

な役割と考えている。 

これを契機にソーシャルワーカーに対する関心と理解を拡げるととも

に地域住民の身近なパートナーとして、これらの実現をめざして行動す

ることとしている。 



 
 

 

3.『おかやま総合 福祉・介護フェス 2022 in きらめきプラザ』【添付 3】 

仕事紹介パネルを社会福祉士の斜陽的なイメージから明るく中心的な

イメージを持っていただき、また専門職でありながらカッコよさや可愛

らしさ等一人一人の持つ人柄も醸し出せるようなデザインを依頼し、制

作した。 

パネルの反応はよく、見てくださるが、集客型のイベントそのものに

年々に客足が遠のいている状況がある。より多くの方に認知、訴求効果

を考えると SNSなどのメディアを活用する必要を感じる。また、他産業

などのイベントに相乗りする等イベントそのものの開催や出展・展示方

法も検討が必要。同時に活動を紹介する側も形にこだわらず柔軟な紹介

方法が必要になっている。 

 

4.『福祉の就職総合フェア 秋 Okayama 2022 Autumn 第 2回』【添付 4】 

 

 

5.『ピンバッジの作成』 【添付 5】 

会員に日常的につけていただき、会員同士の交流が促進できるよう

に、研修やセミナー、総会などでは事前に着用を促す。また、破損や紛

失に備えたり、制作した在庫がなくなったあとに追加でするかなど、取

り組みを継続していく体制を整えていく必要がある。 

 

 

 

活動の実施状況・実施

結果に関する情報の公

開 

 

あてはまるものにチェ

ックと内容詳細を記入

ください 

※貴法人のホームページでの公表は必須となります。 
 

情報の公開方法（複数選択可） 

 

☑広報誌・会報誌等で公開 

 (2月号会報誌にバッジを同梱し、バッジプレゼントの目的や制

作の経緯を掲載し会員に届けた。） 

☑その他  

（1/30付でホームページの「お知らせ」欄に公表した。 ） 
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